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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12　月　12日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　濱谷　香桜理　　　　　　　　記録者　板橋　広大

	小向
	西山
	福田
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	中野
	小杉
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	相間野
	岩藤
	及川
	田ノ上
	福士
	横町
	佐々木
	沢上
	高橋
	稲村
	板橋
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	CD留守
	深夜
	準夜
	公休
	CD留守
	A留守
	準夜
	○
	○
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	盛田
	諏訪
	前田
	上口
	高曽
	
	
	
	
	
	
	

	業務
	欠勤
	学校
	学校
	学校
	
	
	
	
	
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・クリスマス会のケーキについて
糖尿病食を摂取されている患者様は、抹茶プリン(110kcal)とし、食事は1単位（80kcal）減での提供となります。

· 経菅栄養のボトルが洗浄されておらず不潔になっていました。カビの繁殖要因となります。消毒専用のBOXがありますので、洗浄後BOXを使用し消毒しましょう。

＜皮膚科診察＞

・飛鳥　公平様～両下肢に湿疹みられ、抗生物質・副腎皮質ホルモン製剤へ軟膏変更となっています。掻痒感訴えている為、皮膚を掻かないように説明しましょう。皮膚清潔にし軟膏塗布時・入浴時には皮膚状態観察していきましょう。

・佐々木　たみ様～左第1指の爪囲炎は治癒となりました。再発するようなら皮膚科受診しましょう。

　

・瀬川　はな様～全身に湿疹見られ、急性湿疹との診断、抗生物質・副腎皮質ホルモン製剤の軟膏塗布の指示あります。時折掻痒感あるとの事です。皮膚を掻かないよう説明しましょう。皮膚清潔にし軟膏塗布時・入浴時には皮膚状態観察していきましょう。

・坪　邦俊様～両足・両足爪が白癬との診断、抗菌剤の軟膏塗布の指示あります。皮膚清潔にし、皮膚状態を観察していきましょう。

・高森　清八様～疥癬疑いとなり2週間経過しています。鎮痒消炎剤の軟膏塗布していますが、本日の皮膚科診察時、湿疹の増悪・掻痒感みられ皮膚を掻いています。ご家族に連絡し他科受診する事となります。12/18（火）9：00～北村皮膚科受診です。ご家族（妻様）が付き添い、病棟からは松川MNSが付き添います。

＜褥瘡状態の報告・検討＞

・久慈　脩様と橋本　万様は褥瘡治癒となりました。車椅子で生活している患者様です。褥瘡再発防止の為、引き続き適宜プッシュアップ、体位交換・栄養状態の観察・入浴時やオムツ交換時皮膚状態の観察を行なっていきましょう。

・中村　治彦様～両足の踝部に皮膚剥離が見られています。軟膏塗布していきましょう。悪化させないように体位交換・栄養状態の観察・車椅子移乗時には怪我をさせないようにしましょう。浸出液みられたときはラップ保護追加処置して下さい。

・松浦　佐恵子様～両足の踵部に褥瘡はありませんが、依然としてリスクの高い状態です。座位時の体位に注意しましょう。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・上村　木一様～ADL低下が見られ、１日を通して（特に夜間は多い）尿失禁が見られています。

　　　　　　　　現在、リハビリパンツのみ使用しています。夜間の尿取パット・カバータイプのオムツ使用をご家族と排泄担当と相談して検討していきましょう。家族持参のオムツですので高齢のご家族に負担が少ない形を検討しましょう。

＜田名部Dｒケースカンファ＞

今月の採血結果に以上がみられた患者様について

・鳥谷部　國光様～コレステロールの数値が高いので薬を使用して経過をみていきます。

・見付　喜久様～ナトリウムとクロールの数値が低いので、食事に食塩を昨日より追加しています。　　　　　　

・板橋　トミ様～アミラーゼとコレステロールの数値が高いので薬の使用と食事内容の変更をして経過をみていきます。間食の内容も注意しましょう。

・荒谷　正毅様～食後2時間後の血糖値が低かった為、日内変動の採血を施行します。明日朝7時から開始となります。結果は至急でなくてよいとの事です。

・峰田　満男様～最近、レストランにて残飯をとってポケットに入れる事がみられ、その都度介入しています。説明には易怒的とならず出して捨てています。

→認知症の症状（収集癖）が進んでいるのではないか、もう少し様子観ますとDrより情報あります。
・坪　邦俊様～夜間は浅眠で経過し、徘徊みられます。又イライラ感みられ、話し掛けると易怒的となっています。

→夜間は睡眠確保して頂きたいので薬を調整していきますとDrより情報あります。







